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X染色体過剰者の思春前期における精神発達
藤 回 弘 子
Mentally Developmetal Characters among 47， XXY PrepuberaI Males， and 
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はじめに
すべての遺伝情報を放している染色体は，ヒ ト細胞核
内に22種類，各対からなる4本の常染色体と，2個の性
染色体(男子Xy，女
的観点から産婦人科，小児科領域の関心がたかまってい
る。一方，位決色体災?おlま，X染色体を過剰にもつクラ
インフエJレター症候群 (XXy，XXXyなど)，超1J.・
子XX)の計46;1ドで総
成されている。染色体
観察は19世紀終り頃，
Flemmingの灼!淡細胞
室長:
に始まり，その後の約
70年間には技術の未熟 A B 
さのため研究者によっ
て決色体数はさまざま 1 1I Ji li に報告されたが，1956 年 Tjio& LevanUは鮮明な顕微鏡写真で46 1 2 3 4 5 
ヨドの染色体を証明し，
人類後色体研究史{ζ薗 C 
期的な進歩をもたらし
た。つづいて1959年
1 1 1 1 1I にいたって，先天的異 ，~ i~ 常のある患者のなかに
染色体数が正常と異っ 6 7 8 9 10 1 12 
ているものがあるとと
が，つぎつぎに明らか D E 
にされてきた。そのな 16 “ 66 ‘E 
かでも常染色体異常は AA a‘ ダウン症候拡E-18ト 13 14 15 16 17 18 
リソミー症候詳，01 
トリソミー症候群，猶 F G il. なき症候群などが代表 11 r. 的なものであり，とれ ‘J， 64‘ らの1If.例はil皮心身障 19 20 .21 辺 x x Y 
容を伴っていて，臨床 第1図 性染色111:際世l口絵粘膜細胞抜と47，XXY徐色体骸裂
( 49 ) 
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性症候霊平cxxx.xxxxなど)や.Xの不足lζより
おζるターナー症候群 (XOなど). さらにはY染色体
過剰の飽男性症候群 (Xyyなど〕の4つの主な症候群
が知られている。そのほか複雑な性染色体異常には.X
Y/XXの間性型や.XX-maleなどの性器と染色体不一
致もあり， ζれらは社会的性の決定lζ関して深刻な問題
をはらんでいる。以上の性染色体異常群は，乳幼児期に
特有な所見を呈する例が少なしむしろ思春期に入って
二次位寄生の欠如，特有な体型，てんかん発作，精神障害，
非行，犯罪，性倒鈴など反社会的行為が知られている。
知能は.正常範囲のものもあるが，傾向としては境界領
制E属するもの主主多く.Xの数が多い個体ほど知能は低
劣になる。 Te仕司-X(XXXX)11 は世界で1~の報告 ・
があり，その 1.Q. は半数例において50以下である。
性決色体異常者Jc:関する乙れまでの研究は，具体的な
盆 学
特徴のあらわれる思春期以後か，務薄主主投，精神病院，
新生児室IC収容されている集団を対象にした性染色賀ス
クリーニング検査で摘発された症例が大多数を占め，学
2往期にある子供の症例は極めて少ない。精神科領域で発
見されているX染色体異常者は，大多数が精神障害や性
格異常をともなっているが，その発病時鍛をみると思春
期以後になっている例が多く.思春期前の精神liEt走や性
絡を詳しく分析したものは少ない。さいわいにも著者は
学童期のX染色体異常者を観察する機会を得たので，思
春期前の務神発育の一端を明らかにしたいと考えて，乙
の小論文をまとめた。
研究対象
本論文が対象とするX決色体異常者は.1脳 -H胤年
の5年r.llにわたって児童保健研究室のメンパーにより行
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われた口腔給膜級廃位換色質検
査スクリーユングで発見された
ものである。組:!染色質倹重量を受
けた12数は7.228名で，賓11荻
IC:示す三つの対象ilからなる.
各Ilの異常者出現鎖度にかんす
る問題は.I車問ら加の報告およ
び吉岡“.谷)1引の本伊高炉実蛤
文で報告した.位怨色質検査法
および判定法は，本学紀要劇IC
述べた方法iζもとづいてお乙な
われた.異常者は男子10侠，女
子6例の計16例であった.男子
では10例とも位染色!tlケ陽性
女子でli2ケ陽性4例.3ケ陽
性1例と，ほかに性m色質陰性
者 (XO)1 ~Jであった。乙れ
らの16例は，末納I血結後IC.より
染色体核型分析を行なった。本
自白文の対(1{とするのは，思春期
前の年令にある X~染色体過剰者
と限定しているので. XO~色
体編成の1例と.19才のXXY
(C!:f)を除外し.男子9例，
女子5例の計14例を扱ったo14 
lE例ICについて各所属母体 (A
群> B群， C群)，徐色体繍E主，
生年月日.面獲を行なったとき
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111表 性条色質検査対象皇室と発見された異常者数
伎役色賞後査対象者の所属
被検者歎 異常者室~(異念鎖度%)
E平
男 女 男 女
A f洋 1967年 大阪市立小学校31絞に在節する 1年生 2.5∞ 2.筑)() 3 (0. 12) 1 (仏例}
B 君事 H胤年 大阪市立小学校全特殊学級Iζ在籍するもの ω5 516 5 (0.62) 4 (0.77) 
C l!草 H刷--67年 大阪府下の4つの精神薄弱養護学校生 515 392 2 (0. 39) 1 (仏26)
，_ 3.820 I 3.ω110 6 
の児1i1の年4訟を努1 2 ~貨にまとめた。
研究方法および結果
(I)WISCによる知能惨断
本知能テストの給i!l!:と各所属欝にかんする考察は山)11
71 'bf:本学窓酋に級告した.ζζではWI5Cの臨床診断
面に主慢をおいて分析を行なう ζとを鉱みたoW I 5C 
テストは男子8例，女子4例.:t12例に対して箆行され
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残りの2例lま.テストの途中で敏祭したので日を改めて
鈴ふビホ一知能後査が範行された.
a)全1.Q.について
第3~徒にみられるように小学絞普通クラスの4症例は
いずれも1.Q.が高く.104 (5. M.) 110 (8. N.) 129 
(8.日.)133 (5. K.)の値が得られているo WI 5C 
原版aIζ表示された知能段階で荷価すると， ‘正常.か
ら ‘極めて優秀‘の領域にわたっている。また特殊学級
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XY/XXy 
XY/?XXY 
25 XXY 
22 XXY 
28 XXY 
36 XXY 
30 XXY 
I I I I 
XXy 
XXX 
児
'6(). 4.1 
6 
'60.4 7 
'60.1.13 7 
10 
'58. 7.18 10 
'58. 3.15 10 
'56. 3.18 12 
1'49.2・71 1ち
6 
10 
9 
12 
1'5& 7.21 9 
Ji 学
から発見された8例のうち6例は，正常下知および境界
線iζ麗し，残りの2例と施設に属する2例の計4例が
1. Q.69以下で精神薄弱iζ分類される。 xxxxの症例
T.T.は，本対象中最劣等で，1. Q. 47である。 乙れは，
過剰Xの数が増加するにしたがって知能灘客の度合いが
きっくなるという過去の報告に一致した。
b)言語性検査と動作性検査の比較
12例のうち，女子症例Y.M.をのぞく11例は， 動作
性1.Q が言語性1.Q.よりもすぐれている。なかでも
10点以上差のあるものは9{91]であり，乙れに正常以上の
1. Q.をもっ4{91]を含んでいる。とくに症例H.H，H.N. 
はその差が顕著である。また言語性1.Q.の方がすぐれ
ている女性Y.Mも， その差は16で正常範囲を乙えてい
る。
c)下位検査成績
言語性と動作性の 1.Q. においてその差が著しかった
ので，下位検査の検討は，各個人の言語性検査と動作性
第3表 W 1 S C知能診断検査 (註)。は下位検査評価<下
男 子 評 価 点 女 子 評 価 点
A B C 
平をの均評も価以っ下人点
A B C 
平の均解も価以つ下点人
?|?lp Tlp千十|ち Y H N . . . 数を
K IMIH UIIIMISIT M 数 N NITIM Y 
金 1.Q 133 104 129 89 93 関 80 741ω 110 74 47 88 49 
。 トー ー ト一一
1 一般的知識 12 601 7。 7・ 6。 101 4。 71，.. 7人 8 101 1。14 ( 2人
2 一般的理解 15 10 901 9 10 6 8 4。鈴 2 701 8 。017。鈴 3 言 木 木
3 算 数悶 題 15 80115 13 8 101 7 4。ピ 3 10 401 1。 8。ピ 3 
Hi- 4 類
。
7 ネ 不似 関 題 n 10 16 801 6。 201 4。 5 10 6 4110 。。
検
5 単 語 問題 11 701 7。 701 7。 4 7 4。法 6 301 6 4 90法 2 
6 (数明間短) 18 14 15 6。 8 5 8 5。 2 11。 7 2 9。 2 
査 (評価点平均値) 13. 7 9.2 11.5 8.3 7.e 3.1 ら:5.1 8.2 5.:1 2.~ 9.~ 
一
言語性 1.Q. 123 95 110 89 84 部 76 69 88 70 51 97 
7 絵画 7ピbロ 成 14。 801 14。11 11 101 7。 7。 6 15 701 3。11 2 
動 8 絵 函 配列
13。12 19 401 12 401 9 9 3 16 701 2。 8 2 
9 積 木模 綴 18 14 20 7。13 7 801 7。 3 901 8 6 5。 2 
f~ 10 組み合わせ問題 15。15 14。13 13 8 801 11 3 10。 701 3。 4。 4 
検 11 符 号
間 題 16 12 13。 9 601 6 801 5ι 4 16 701 6 60 2 
12 (迷路 問題) / 10。/ 80 801 7 10 / 3 20 10 / 9 
:1'i (評価点平均値) 15.2 12.0 16.C 8.7 10.5 月.58.3 8.0 14.3 7.7 4.( 7.1 
トー ー トー一ー 一
現')作性 1.Q. 134 112 140 91 104 70 89 85 129 制 58 81 
トー ー 一
!ilI)1'F性 1.Q.一言語性1.Q. 11 17 30 2 20 14 13 16 41 14 71-1E 
ーーー..Lー
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価点を言語性問題数で害!って3f.均債を求め， ‘言語性下
位検査の問題、の各評価点を比較した。動作性1:かんし
ても同じように行なった。その結果，全症例の治半数lζ
平均以下の評価点をもっ‘下位検査の問題、をあげると
男子においては一般的知設，類似問題，単話問題，絵画
完成の4つで，女子においては，算数問題が4人中3人
組合せ問題は4人中4人である。
今回は，子どもが身体検査.知能検査をうけているの
を待っている母貌に記入してもらい，男子6例，女子4
~Jの記録がiSられた。そのプロフィールlim 4 凶K示し
てある。ただし身体的安定度，個人的安定1$f..社会的安
定度のプロフィ - JL/は省略した。判定は診断図のうえに
かかれた①，①， ③，①， の区切りにしたがって①の範
囲Iζ入った場合は「十分な指導を要するj②の範囲は「要
注意j.①は「普通j.①lir良好Jとなる。 男子6例中
2例 (症例H.H.とA.S.)のプロフィールはlCf$門と
も③か①の箆簡になり，母は子供の性絡にはとくに悶題
意君主をもっていないとみられる。あとの4例は共通して
依存的‘な乙とに母が問題を~じている。 ‘依存的‘ の
級都項gは，図4中Iζ示した通りである。症例T.U.と
R. T. liプロフィールがよく類似していて，両者とも‘
顕示itが強い、 ‘白色1Jカなし‘ ‘依存的、 ‘攻怒・衝動
的、の4つに母の問題意磁が表われている。症例M.M.
は‘依存的、のほかに情緒不安定.社会性なし， 叩校
への不適応、が問題になっている。女子では4例とも‘
社会性なし、が共通の問題点として窓滋されている。そ
(1) r幼児・児童性格惨甑倹査」による位格傾向
高木 ・坂本耐によって考案された検査法で，保有者が児
童の性絡を理解し，子供の問題行動を早期iζ発見する手
がかりを得るととを意図して作聾されたものである。方
法は質問紙法で，子どもの日常行動をつねに観察してい
る雨緩や教師が行動評定を行ない.11銭円Iζ区分された
1お項目からなる乙の質問紙1:対して「はいjrいいえJ
のどちらに概当するかを記入してもらう。評価法は各郎
門別の 「はいjの数を粗点とし，年令を基礎にした換算
表から得点を潟らべてパーセンタイルプロフィールを作
り，利用者自身がζのプロフィールの意味を読みとるよ
うになっている。
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の他1:は定例Y.N.について‘情緒不安定‘ ‘学校への
不適応、，症例T.T.について‘学校への不適応、がt旨
鈍されている。
(1)生育歴について
X染色体過剰者にみられるいろいろな精神欠陥や知能
隊容を単純に染色体異常に錯するような乙とは，できる
だけ遂砂ねばならない。子供の精神欠陥や知能低下は.
~質的な異常が背景にない場合にも生じている。いわゆ
る心因性と呼ばれる異常には貌の養育態度を反省したり
その他の生活環境の改善Iとより症状の緩解する例がしば
しばみられる。また，妊娠中や生後にう砂た器質的な異
常iζよる障害も除外していくよう心掛けねばならない。
そのためには詳細な生育墜を知るζとが大切であるが，
乙乙にあげる生育度は緩や受持教師と面接したときに得
られた限りの情報をまとめたものであり，症例によって
は可成り詳しいものから簡単な記蛾にとどめざるを得な
い例も合まれている。症例1.H.は観と面接する機会が
得られなかったので省略した。
0症例 s. K. 7才男，小学1年生
同胞は4つ年上の姉一人。姉の学業成績は優秀である。
父は裁判官，母も大学出身で知的水準の高い家庭である。
本児は父35才，母31才のときに出産。妊娠中母は，つわ
りがひどく治療を受けた。分娩時，異常はなく主主下時体
重約3，0∞gで，幼児期の発育は順調で歩行は1才2ヶ
月で開始した。その頃から端怠性気管支炎を頻発した。
5才頃から一人で遊んでいるとき性器をもてあそぶ乙と
がしばしばあり，母は心配したが小学校lζ入る頃から自
然にみられなくなった。受持教師の評価によると勉強熱
心で溶ち付きがあり友だちにも好かれている。われわれ
のテスト場面においても熱心で性格は明るく，とくに欠
陥は感じられなかった。体絡はほっそりして色白，身長
は高い方である。
01A例 s. M. 6才男，小学1年生
同胞は兄2人，姉1人。 3人とも成績は中等度である。
次兄は5才頃からてんかん発作がある。本児は父35才，
母捻才のとき出産，正常分焼，生下時体重約3，ぽ109， 
乳幼児期の発育は他の兄弟』ζ較べて少しおそく歩行闘姶
が1才5ヶ月，とくに言葉の発達がおくれた。 3才まで
に鋒尿自立したが，そのど時々昼間に漏らす乙とがあり
現在でも領尿があり，日IC1-2回漏らしている。幼児
期に頑固な湿疹が四肢や僧都皮膚にみられた。学絞では
友人が少なし家では近所の年下の子供と遊んでいる。
学費量評価は中の下となっている。身体的には奇型その他
の異常を認めない。身長は低い方で，教室の第1前列』ζ
議
(臼 )
学
すわっている。視カは左右とも0.6で程度の近視がある。
O症例 H.H. 7才見小学1年生
同胞は10才の兄が1人で健康，学案成績も良い。父は菓
子製造業で自家営業。母方祖父母と6人家族である。本
児は父38才，母41才のときに出産，生下時体重2.3∞g
の未熟児であったが乳幼児期の発育lま蹟舗で，歩行1才
3ヶ月母は何も問題のない良い子だと述べている。保育
園1C3年間遜図し，小学校での受持教師による学業，性
絡の苦手伍は良い。身体的iζ異常なく体絡は標準型である。
O症例 T.u. 7才見特殊学級2年生，同胞は12才兄
10才姉の2人で商人ともやせ型，長身，健康である。父
は紛員，両懇もやせ型で背が高い。本児は父34才，母29
才のとき出産。妊娠 ・分娩時1:異常なく生下時体重約
3，0∞gであった。生後閲もなく腹部が影隆してきたの
で2ヶ月時に開腹手術を受け，胎児奇型腫が摘出された。
1才半頃.突然に意識消失，左手足の震顛をともなう盤
祭発作をきたした。つづく 3ヶ月間IC.毎月 1回の頻度
で問機な発作が起った。歩行は1才6ヶ月で開始し，そ
のどは順調rc:発育した。 4才のとき意識消失をともなう
けいれん発作が再び出現し， その頒~は 1 日数回におよ
び7日間連続してくり返した。そのあと右上下肢に硬直
性妹揮をの乙して発作は消失した。 線型車側の四肢は次第
に萎縮し，殆んど使用しなくなった。診察所見では右手
首関節ー で屈幽変形し，右胸は制く短かく強度の敏行があ
る。患部の皮膚は冷たく，書官覚は鈍務である。忠側腿反
射は消失している。顔面，躯幹，左側上下肢の綜薄や感
覚異常はない。身長lま年令相応であるが，やせ型，色白
である。胸部はロー ト絢を呈するが，心音.H市野1:異常
はみられない。性格は落ち付きがなく，授業中，席を立
ったり主主校をいやがるなど学習困重量なため， 2年生から
特殊学級1:移籍された。最近，友人1:誘われて菓子をぬ
すんだり，無賃乗車で遠征して保護されたζとがある。
O症例 M. M. 10才男，特殊学級4年生
同胞は兄.24才， 姉2\1才の 2人，母が梅毒iζ~換していて
2人とも乳児期に血清反応陽性で治S震を受げた。中学を
卒業後，会社に勤めているが，姉は社会的道合がわるく
会社をよく休む。母方伯母とその子供1ζてんかん発作の
既往歴がある。本児を妊娠しているとき，母は3ヶ月頃
から縞遺言の治療を受けた。本児は血清反応陰性で先天性
梅毒の寄生候はみられなかった。父必才，母お才のとき出
産，生下時体重は3.2∞9，妨とのあいだに2回の人工
中絶を受りている。乳児期の発育i主連絡し. 1才8ヶ月
で歩行開始，排尿自立は3才以後であった。夜尿がその
頃から現在におよび，殆んど毎夜つづいている。何度か
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泌尿器科を受診しているが~質的な異常はみとめられな
かった。古語の発注が慈く. 5才のときで身近かな単語
が話せる程度であった。 ?iしく内気で憶病，家族以外の
人とは殆んど話さない。小学校では，学習図懇で2年生
から特殊学級に移された。身体的には，耳介変型，歯並
びが惑い。肝碑肥大はない。背が高く 1年生のときクラ
スでH番大きく，今も綴準より 2σ以上高い。長管管，
腎，勝般のレントゲン検査を受診させたが異常はみられ
なかった。今のと乙ろ，先天性梅毒の徴候はない。
O症例 A. S. 10才男，特殊学級4年生
同胞はなく，母は流gの経験もない。父37才，母29才.で
出産，満期安産，主主下時体重Iま2，ω09であった。乳児
期から哨息性気管支炎でしばしば医者に軽量ったが5才頃
から発作は起らなくなった。乳児期の発育は遅延し歩行
開始は1才10ヶ月， 言語発逮がおそいので親は心配して
いた。そのほか内気で神経質な点をのぞけば母は余り本
児について問題意織がない。学業成絞不良のため3年生
から特殊学級lζ移された。身休的には異常なしゃせ型
で身長は際司自他である。
O症例 R. T. 12才見，特殊学級6年生
同胞は姉2人， 兄1人，他IC兄，姉が各1人づっ乳児期
lζ死亡している。 3人の同胞は健康で学業成獄中等皮。
中学:を卒業して職渇lζ勤務している。父はメリヤス会社
iζ勤めている。母は2人目を生んだ頃から家庭不利が原
因でノイローゼになり精神科の治療を受けた。症状は緩
解したが再発をくり返し，本児出産後すぐ入院加療し
た。父41才， 母33才で出産。生下時体重は標準であっ
た。歩行関姶は1才6ヶ月，言語発達が著しくおそかっ
た。幼児期はよく風籾を引き小児嶋息と云われた。家で
はわがままで独立心IC欠けている。学習困難と集団生活
図重量で小学2年生の絡りに特殊学級Iζ移された。
0症例 Y. M. 15才男，締薄裳護学校中学3年。同胞
は兄2人，姉1人，妹の4人で.本児と妹のあいだに5
ヶ月の人工統産があった。兄と筋lま中学を卒業して職場
iζ勤めている。長兄は結絡して1子がある。姉は12才頃
から甲状腺肥大で治療を受けている。母は娘時代IC月経
困難症があり，現在lま，胃腸障害，高血圧症など病弱で
ある。染色体検査で母IC_XX/XXXのモザイク型を認め
た。母方のいと乙に絡事t薄弱者がある。本児は，父41才
母33才のときに出産，生下時体重は. 2.6∞9， 満期出
産である。身体発達は則自舗であったが，言葉の発達がお
そく 5才頃lζ片言を筒すようになった。小学校IC入学し
たが. 4年生から精神薄弱養護学校iζ転学した。養護学
校では成績がよく，ときどきカ γ トなってけんかをする
( 55 ) 
とともあるカち友人の面倒をみるなど教師の評価i立食
い。休絡は，やせ型，長身，四肢が長く，肩巾，胸聞は
狭い。すでに織告加を行なったように，尿中ホルモン，
~丸組織所見，体型などクラインフエJレター症候群の特
徴をよく示している。
O症例 H. N. 6才女，小学1年生
同胞は5才の妹がある。父24才， 母21才のとき出産，生
下時体重3.1∞9，乳幼児期は順調に発育している。 3
才のとき端息発作があり，以来毎年容になると発作があ
り治療を受けている。また，その頃から夜尿がときどき
あり歳近でも2-3ヶ月に1回夜尿がある。人前で錯す
乙とを好まず，学校で元気がないと云われている。成績
は中の下，体格lま，ほほ標準値である。視力が悪く両眼
とも視力0.4である。
O症例 Y. N. 10才女，特殊学級3年生
妹2人と双児の弟がある。米の妹は左手iζ耳草津があり脳
性蘇~!と玉-われている。父自身も異性の双児である。父
は中卒で鉄工所IC勤務している。母は高卒である。本児
lま父24才，母23才のとき出産。生下時休兎3，200g.乳
幼児期の発育は順悶であったが言語の発育はおくれた。
就学年令IC淫したとき片言が喋れる程度であったので就
学をl年おくらせた。勉学に対する意欲が之しく小学2
年生から特殊学級IC移された。家事手伝いを好み，弟妹
の世話をよくする。 身体発達は良好で身長が大きく，乳
房発育も年令相応である。
O症例 T.T. 9才， 特殊学級3年生
姉1人，兄1人の3人兄弟，本児のうえに3回自然流産
があった。両銀はともに中学卒で父は印刷関係の工場IC
勤めている。父33才，母28才のときに出産，骨~位のた
め分娩が遷延したが仮死はなかった。生下時体重li約
3.0009. 左側光天性股関節脱臼のため生後3ヶ月から
1才まで治療を受けた。歩行開始は2才6ヶ月で，その
とろから簡単な単語が云えるようになった。 3才のとき
発熱を伴なうけいれん発作があった。 6才のとき左側の
股関節炎{ζ寵り，約1年間の治療のあと政行をきたし現
在もかなり強度の敏行がある。家庭では，わがままで反
抗的であるのに外では固くなって殆んど喋らない。蕊学
年令になって特殊学級IC入学した。全体iと発育のおくれ
が目立ち，体格は小さく， 身長は2σ以上小さい。
0症例 Y. M. 12才女，特殊学級6年生1人子で父は
大学卒の会社員，母は高校卒。父方祖母と4人家族であ
る。父29才，母28才のときに出産し生下時体重3.蜘 g
であった。乳幼児販の発育は良好で，幼稚園は2年間皆
勤，小学校も殆んど休んでいない。幼少時から家庭では
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朗らかであるが，外では無口で友人が少ない。 4年生頃
から特殊学級をすすめられたが親の方が納得しなかっ
た。中学進学の乙とも考慮して6年生から特殊学級IC移
籍した。体絡は大きく，身長159掴， 乳房の発育も良好
で12才3ヶ月のとき初潮をみている。
O症例 N.Y. 9才，女精薄益護学校3年
同胞3人中，末っ子で姉は生後158で肺炎のために死亡
し， 10才の兄と2人兄弟である。本児は，父35才.母34
才のときにtll&，生下時体重2.8∞g，幼時期の身体発
育は良好であったが歩行開始が2才で，また言語発達が
著しく遅延し，3才で簡単な単語を話しはじめ， 6才頃
から短文を話すようになった。小さ竿学f:校3年生から2養をz護袋学
校iにE転校しTたこ。性格は内攻的で家人以外には殆んど話さ
ない。声が極めて高音で言語は不明瞭である。最近， 2 
~3回，てんかん性大発作があり治療をうけている。体
絡は，やせ型，身長は標準値， 頭聞が小さく 49捕 であ
る。
以上述べてきた13~Jの生育既にあらわれた身体的異常
や問題行動のなかで，精神|湾答と関連性があると，思われ
るものを既往j怪とし第4表にまとめた。
考 察
Pasqualini 10 Iは， クライ ンフエルター症候群の知能
は境界領域に鳳するものが一番多いと述べている。われ
われの調査でもA，B， C， 3つの性染色
盆 学
第l例を1959年 Jacobs1111ζより報告されて以来，10年
間の研究の集積から，特有な身体症状{ょなく，知能障害と
何らかの新神障害を指摘されている。本研究では小学絞
1 年生 2， 500人のなかから l~J発見されただけで男子lζ
較べ出現率が低い。 Mac1ean121らの新生児男子10.725
人，女子10，∞0人のスクリーニングで発見された男子性
染色質ー陽性顔皮は0.195ぢ，女子xxxはO.12必で女子は
男子の%にあたっている。われわれの場合.Mac1eanの
研究lζ絞べて男女の差が大きかった。その理由は判らな
いが， AE手女性の症例H.N.は， I. Q. 110で正常知能
に属した。 B苦手の2例 (Y.N. Y. M.) (ま境界領域にあ
り，C B手のN.Y.は精薄IC段階づけられる。 xxxx
は Macleanの1万人中に1flJも発見されず，最初の報
告者 Carrら131(961)による2症例を含めて現tEま
でに約10例の報告があるにすぎず，わが国では Konishi
ら141の1例があり， おそらく本症例T.T.は第2例に
あたるものであろう。 Tofter21によると10例の 1.Q.は
30~49が4例， 50--69が4例， 7C--80が 2 {91Jであり ， ~
{9iJ T. T.の1.Q.は47で同じような段階IC属している。以
上の結果は， .女子における過剰Xが知能障害と深い因果
関係、にあるという従来の説と，思春:PJl前においても矛盾
していないとみる ζとができる。 つぎに動作性1.Q.が
言語性1.Q.よりも高い場合の解釈として Wechslerは，
紡神薄弱者および青年期の異常人格者(精神病を除く)
質検査対象苦手で， 知能が境界領域にある子
供を多数含んでいるB群において，異常;頻
度がA，C群よりも有意に高率であった。
事実.Bl草の異常者5人のうち4人までが
界境領峨の 1.Q.を示した。しかし，A群
の3iflJのうち2例が優秀な I.Q.を示した
ζとは，意外な所見であった。彼らが思春
期以後にどのような知能を発探するかは極
めて興味ある問題である。 Wecbsler81に
よると I.Q. 120以上(優秀)は，一般分布
の約109杉にあたる。本症例が小学校1年生
男子生徒2.5∞人の母集団から発見された
ものであるから， 乙の母集団の LQ. 120 
以上は250人に相当する。そ乙で優秀児に
おける男子性染色質陽性頻度は2/250で0.8
5Eと算定され，BI平男子の0.62%より高く
なる。散発例に知能優秀な1iË~Jを稀lζ見受
けるが，優秀児にとくに高いと云う報告は
曽てない。 乙の問題は今後，検討に値する
ものである。女子の過剰X染色体異常は，
第4表 精神障害と関連}ilの高い脱出It
男 子 女 子 計
既日、そ
SSHTMARY H Y T Y N -・・.. . . .... 
KMHUMST M NNT M Y 
先天性崎型| + + 2 
歩行(1開才始6がヶお月く以れ後る~I + + + + + + 6 
言語発達がおそい| + + + + + + + + + 9 
+ + + 4 
一
皮 膚 湿 疹 + (+) 2 
砂いれん発作 + + + 3 
夜 尿 (+) + (+ ) (+1(+) 6 
習慣的iζ体の部か分むを
いじる、爪を + (+) (+) 3 
反(ぬ社会す的行み為) + 1 
よくうそをつく (+) (+) (+) 3 
( )は、 面接場面で話されなかったが・幼児、児童性格診断検査'の
項目で「はい」と答えているもの。
( 56 ) 
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IcliiJ作性検査の方治名高い成ftiを示す場合が多いと述べて
いる。また小学校低学年の年イ~R!iでも動fr:t~t検査の方が
尚く1¥やすいが，その差(iji!i北10以下である。木研究の
症例において動作性が高いp，噛を考える緩合iζ，Alの
4例とも動作性LQ.よりも10以上の盆をもって高くな
っており，年令的要因だけでは説明し鍵い。また知能が
境界領主主にある6例も，その5例までが動作性 LQ.の
方において高くなっている。したがって‘異常人格‘の
要因も凶与しているかも知れ江い。 r下位検査の問~J
についてWechsleriま，大脳沼恒-的隙tU，続神分裂1iI，
村，*主主，E，異常人格.精神簿弱の5つの臨床クツレープ男1]，
下位後輩の特徴をあげている。本研究の結果は，男子u
b 女子群も，5つのどの臨床グループの示す傾向とも
一致した傾向はみられなかった。また， L Q.回以下の
続薄者である症例， MM， TTの下位倹査の成績は，
Wechslerの精神薄弱の特徴とあまり一致していない。
乙のような症例を1liねる乙とによって，新らしい臨床グ
JレープのTypeとして， liえる乙とが出来るかも知れな
b、。
t上絡については 、u.~診断後五、の結.!4!，男子で(i'依
存的'.女子では‘社会後なし、と判定された。生育E正
や函筏場面の印象から，乙れらの結果はうなづ砂るもの
がある。件絡の問題についてはJ!j問家の立場から，さら
に答弘的な分析が望まれる，
企症例の生育歴を概観すると，知能が正常あるいは優
秀なものでは，乳児期の発育は良併であり，知能の劣る
ものはその発育遅延が目立ち，とくに言話発達のおくれ
第5表 クラインフェルター症候群の性絡
独立心に欠ける
愚図で子供っぽい
19日|
気がかわりやすく衡動的になる
Zublin (17 
社会的適応IC乏しい
僚友w、ft!極性がない
Pasqualini (1刷 119571動きが雌
鐙え自でm病
I _ _I子供っぽい
Stump{)い釦 11後沿 |i一一l独立心にかけ受動的である
幼捻s、s寄k減退
Dejung (J" 11蜘 |釧
性的欲動の繊弱
内気，小心，引込み思案
浅 香 120> 11!蹄|おとなしい、気がやさしい
人なつゥ ζい、協調的
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が特徴的である。身体症状では，てんかん発作の鎖皮が
t:iい乙とは注目(c値する。企例に脳波の倹査を行なって
いるが， XXXはすでに報告 1剖したので省略した。男
子XXyについても別の験会にゆづる乙とにする。文献
的にみて.砂いれんの釘侭について記訟のある51例のX
XX定例のうち9例iこ.けいれん発作の既往が認められ
ている。本研究の結果から過剰X~色体異常者のてんか
ん発作初発年令は，かなり低いと推定される。反社会的
行為としては，1例rc盗みの経験がみられたが，情況か
らみて:m質なものではなく，問題とするかどうかは筏通
観察を要するであろう.井上 1引によると， クラインフ
エルター症候群にみられる犯罪は，粗暴犯，窃盗などが
あり，性犯罪は Pedophilia，粗暴傾向としては，主主火，
器物銀主題などがみられ，人IC対する袋行，傷害はあまり
みられない。 乙れに対してXyy症候群の犯罪は攻司量的
で対人的組暴傾向が強く，多くの殺人犯罪が報告されて
いると述べている。f'U特色体異常者IC反社会的行為が多
いのは，後維に要因がかみ合っているであろうが，少な
くとも直接的な遺伝因子の作用というよりは，おそらく
彼らの生理的要求が社会的通念iζ合わない面があり，そ
れが謂ゆる要求不演となって，乙のような行動を起して
いるとみる乙とが妥当ではなかろうか。 そのととは本研
究で対象とした年少例が，神経症の子どもによくみられ
る強.0.，夜尿などの続伸身体的症候や終日，爪かみなど
の神経症的な行動を共通症状としてもっているととから
も縫篠山来る。本症の年災者が反社会的行2告を行なった
場合に，詳しい環境的.心理的分続が要求されねばなら
ないであろう。勿論，脳波異常，ホルモン分泌異官官のあ
るζ とは明らかであるから，反社会的行為を病態生理学
的な観点からも解明される必要のある乙とは云うまでも
ない。本研究対象の家挺環境をみると両貌の教育程度1
大学卒から中卒まで巾広い。兄弟関係では14例中9例が
末子，z例が1人子である。出産時の母年令が高く， 8 
例が30才を越えている。 H同，j(症例R.T.)に同級の強
い不和がみられた。また症~] M. M. は， 妊娠中母が梅玉E
の血清反応、陽性であったζとlζ子供への罪悪感が強く，
溺愛約なと乙ろがみられた。その他綬の子K対する期待
遇剰を感じる例がかなりあった。後らの紳E重症状と家庭
環境のかかわり合いについては，資料が不充分で何ら縫
宣言し得ないが，さらに貸しく追放したい課題である.
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Summary 
The results of psychologiα1 tests and psychographic histories of seven boys with 47， XXY釦 dtwo 
boys with 46， XY/47， XXYand four girls with 47， XXX and one gir1 with 48， XXXX are presented. 
Among 14 subjects， the degrees of full-ぉaleIQ score of tbe persons are varied from 133 to 47 witb 
higber performance IQ than verba1 IQ on WISC. On tbe Test for Diagnosis of Characteristics 
produced by Takagi and Sakamoto， the boys have significantly bighぉoressim bolized with depeodent 
character and the girls simbolized with uo討にiablecharacter. Neurotic abnormalities occured io their 
past and present histories釘 echaracterized with delayed onset of speech， epileptic seizure， habitual 
manipu1ations， enuresis， asthma and equcema. 
( 58 ) 
